
文部科学省からの提出資料

平成２９年２月２８日

研究振興局参事官（情報担当）





第４期（H23）：「研究情報基盤の整備」

「国として、研究成果の情報発信と流通体制の一層の

充実に向けて、研究情報基盤の強化に向けた取組

を推進する。」

第５期（H28）：「オープンサイエンスの推進」

「国は、資金配分機関、大学等の研究機関、研究者等の関係者と連

携し、オープンサイエンスの推進体制を構築する。公的資金による

研究成果については、その利活用を可能な限り拡大することを、

我が国のオープンサイエンス推進の基本姿勢とする。」

「科学技術基本計画」の記載が変化し、「オープンサイエンス」が大きなトピック

「論文」の公開（オープンアクセス）

研究資金配分機関（我が国はJSPS、JST）は、研究

者に、研究成果としての論文を無償公開するよう推奨。

→商業出版誌で公表した論文は、出版社の許諾を得

た上で、所属機関のリポジトリ（大学図書館が運営する

論文公開サイト）等で無償公開。

リポジトリに掲載されたデータはH19:30万件→H26：

200万件に増加。

今後、公開を更に徹底する方向で調整を進めている。

JSTのJ-GLOBALによる“open science”の検索結果

オープンアクセスから「研究データ」を含めたものとして拡大

左に加え、研究資金配分機関が、研究者に、データの登録・公開を進

めている。

・科学技術振興機構：データマネジメントプランに基づき研究データ

の保存・公開を実施。

・日本医療研究開発機構：研究データの登録先を指定し、公開

また、海洋研究開発機構等の研究開発法人も、「データポリシー」を

定め、データ公開を実施。

今後、公開を更に拡大することが課題

内閣府の報告書から

（参考） オープンアクセスからオープンサイエンスへ
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NIIでは、情報学分野の研究者コミュニティに対する研究基盤の整備・提供の一環として、各種のデータセットを構築あるいは受け入れて、研

究者に提供している。情報学研究データリポジトリ（IDR）は、これらのデータセットに関して情報を集約し、研究所として対外的に統一的な窓口

を設定するとともに、受入、提供等に関して一貫性のある契約処理等を可能とするために設置されている。本サイトでは、IDRが提供の窓口と

なっているデータセットの他、NIIの各組織／プロジェクトが提供しているデータセットに関する情報を集約して公開している。

（参考） 国立情報学研究所の情報学研究データリポジトリ
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http://www.nii.ac.jp/dsc/idr/datalist.html









JST AIPネットワークラボ （ラボ長：有川節夫）

イノベーションに

資する人工知能

領域

社会システム

デザイン領域栄藤 稔

NTTドコモ執行役員

研究総括 研究総括

黒橋 禎夫

京大教授

情報と未来領域
研究総括

後藤 真孝

産総研首席研究員

これからの新しい社会システムのデザインを

可能にするための情報基盤技術を創出。

新しい発想に基づいた挑戦的な研究構想によ

る価値創造（35歳以下）。

平

成

28

年

度

新

規

３． 戦略的創造研究推進事業（JST AIPネットワークラボ）について
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社会問題の解決と産業の自動化・最適化等に貢献。

研究総括

喜連川 優 東大生産研教授

ビッグデータの

基盤技術領域

ビッグデータの

応用領域

研究総括

田中 譲 北大特任教授

研究総括知的情報処理

領域

研究総括

萩田 紀博 ATR取締役

社会情報

基盤領域 安浦 寛人 九大副学長

継

続

(11課題)

(9課題)

(17課題)

(30課題)

CREST さきがけ■チーム型プロジェクト ■個人研究型プロジェクト ■未来開拓型プロジェクト

平成29年度も新規公募を予定

○ ＪＳＴが実施する戦略的創造研究推進事業（新技術シーズ創出）において、AIPプロジェクトに関連する８つの研究領域をネットワークラボとして束

ね、これを理研AIPセンターと一体的に運営。

○ AIPネットワークラボで活躍した研究者のAIPセンターへの登用、AIPセンターで開発した基盤技術のネットワークラボの課題への取込みによる社

会実装の加速などを重視。

ACT-I

(10課題) (11課題) (30課題)

(11課題)

【支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
例
】





① 個々のデータ分析とデータ処理のツールがビジュアル部品として登録されたツールライブラリ
② 個々のプロジェクトが提供する公開アクセス用のサンプル・データ・セットがビジュアル部品と

して登録されたデータ・ライブラリ
③ 個々のプロジェクトが開発した分析処理のためのユースケースがビジュアル部品として登録さ

れたユースケース・ライブラリ
④ これらのビジュアル部品を組み合わせて、個々のユースケースに基づく分析処理過程を実際

に操作して動作させることが可能なポータルとして実現する体験型ポータルの構築環境

利用者は個々の分析手法を別の手法に取り替えたり、別の分析過程と組み合わせたりしてそれら
の手法や分析のユースケースが知識発見にどのように寄与するか体験できる。

体験型ポータルの機能

北海道の除雪プロジェクトにおけるビジュアル部品表示の例

センサーを持った自動車からのデータを
分析するツールを組み合わせ時間帯メー
タ、スピード分布などをビジュアル化。左
上の時間帯メータを指定することにより自
動車のスピード、地理的分布等が表示さ
れる。
どの時間帯にどの道路でスピードが落ち
ているかで降雪の影響等を推定できる。

（参考） CREST「ﾋﾞｯｸﾞﾃﾞｰﾀ応用」における取組事例 （続き）
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